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アカシア探険隊
ＭⅠ・2016（夏）　

～法律事務所潜入の巻～

58回　牛島 信 氏
～牛島総合法律事務所　　

　 代表弁護士～

P r o f i l e
中：首相官邸を見てみとうない？
加：え～！見たいです！！
中：ほんじゃ、東京に連れて行ってあげ
るけぇ、用意しんさい。
加：ん？！なんか怪しいっすねぇ…
中：ともかくついて来んさいや～
◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆
　ということで今回は、多くの敵対的買
収（M&A）やコーポレートガバナンス
関連の案件を手がける弁護士としてご活
躍される傍ら、小説家としても著作を重
ねておられるアカシア 58 回の牛島信さ
んに話を伺ってきました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
中：本日はお忙しい中、お時間を頂戴し
ましてありがとうございます。
牛：ようこそいらっしゃいました。
中：全国や東京のアカシア会でも、また
110 周年の時も大変にお世話になりま
してありがとうございます。
牛：今日は高校の頃のことをいろいろ尋
ねられるのだろうと思うのですけど、
最近、私はコーポレートガバナンスの
ことに取り組んでいまして、リーダー
やリーダーシップについてよく考えま
す。リーダーの反対はフォロワーです
ね。世の中には極く少数のリーダー、
各時代に例えば織田信長や孫正義のよ
うな力と意欲が有り余っていて一生懸
命におやりになる方がいる。彼らによ
って大多数のフォロワーが生きていけ
ます。ガバナンスというのはその雇用
を大事にすることなんです。
加：はい。
牛：そもそも人は幸せになりたいと思っ
て生きています。それは自分に対する

誇り、独立した自分、ということから
出てきます。働けば、その見返りとし
て報酬を与えられます。お金をいただ
くことは、社会がその人に価値があっ
て、社会に対して寄与しているから与
えられるんです。双方が対峙していま
す。その気持ちを人に湧き起こさせる
唯一のものが働くということだと思っ
ています。働かなかったら、嫌なこと
もないかも知れないけれども、人生の
意味もわからない。これが私の信念な
んです。そのために会社というものが
あると思っています。
中：はい。
牛：社会が会社を認める理由は、非常に
単純化して言うと、雇用が増え、仕事
が増えるからです。雇用は保護するこ
とができない。自由主義で資本主義の
社会では、雇用は切られることがあり
ます。会社は、不完全な存在の人間が
知恵として生み出したものだからで
す。それでも上場会社は人類の智慧の
結晶だと思っています。そんな想いか
ら、私はリーダーが大事だと思ってい
ます。そしてリーダーの元に集うのが
フォロワーなんですね。そこで話が一
巡りして、高校の頃に戻ってきます。
加：はい。
牛：実は「フォロワー」という言葉に最
初に触れたのは、附属に通っていた時
でした。内海巌校長先生が「民主主義
においてはフォロワーが大事だ」と訓
話の時間で仰っていました。その時は
意味がよくわかりませんでした。とこ
ろが特にここ数年、コーポレートガバ
ナンスやリーダーシップについて考え
ていると「フォロワーが大事だ」と思
うようになりました。
加：中学や高校の頃にはどのようなこと
を考えていらしたのですか。
牛：高校時代を振り返ると、将来、私は
何をすれば良いのだろうか？というこ
とばかり考えていました。
中：具体的には何かありましたか。
牛：漠然と国際公務員、国際連合に務め
るような人間になりたいと思っていま
した。当時は「国際」という言葉が日
本の未来に重なっていたのです。
加：国連でのお仕事ですか。
牛：私は、東大に入らなきゃいけないと
いう強い圧力をずっと感じて生きてい
ました。実際に受験したら一浪して、
翌年は東大入試がなくて、二浪で入り
ました。実は東大入学を一番喜んでく
れたのは父で、結果的に最高の親孝行
をしたようでした。といっても今の価

値観とは違うと思います。
中：学校の様子はいかがでしたか。
牛：附属は自由な雰囲気にあふれた学校
だったと思います。男女共学で、先生
も幅広く偏ることなく熱心な教育者が
たくさんおられました。でも、実は私
は学校に通うのが嫌でした。単に朝起
きるのが辛かっただけですが、それで
時どき休んでいました。すると担任の
下永田幸男先生に呼び出されて理由を
尋ねられました。当時、生意気だった
んですね、言わなきゃいいのに「わか
っていることを聞いても仕方がありま
せんから」と答えました。すると「う
～ん、そうか」と。ですがそんなこと
を言った手前、英語は一生懸命に勉強
しましたよ。そのおかげで今でも英語
を毎日のように使う仕事に携わってい
るのかも知れません。

加：ユニークなエピソードですね。
牛：でも何よりも受験の重圧の方がきつ
かったです。小学校の時から近所の塾
に通っていて、附属は東大への通過点
でしかない、とも思っていました。
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加：小学生から塾通いですか。
牛：はい。でも私は基本的には独学の人
です。東大では出欠をとりませんでし
たから、授業に出ないで自由に好きな
読書を出来る時間を謳歌していまし
た。司法試験も参考書を頼りに独学で
受けました。今でもそうですね。私は
人にものを習うのではなくて、自分で
やりたいようにやる方が好きです。弁
護士は向いていたんでしょう。

中：お生まれは宮崎県なのですね。
牛：はい。宮崎県小林市で生まれて 4歳
まで住んでいました。私は 10 ～ 18 歳
までと後に検事赴任中の 1年間しか広
島で暮らしていませんが、自分の出身
地は広島だという気がしています。人
生がフル回転している時代には、過去
とは食べてしまった御飯のようなもの
だ、と森鴎外が随筆に書いている通り
です。ですが 66 歳にもなると、昔の
ことが大切になってきました。両親の
こともよく思い出したりします。
加：フル回転しなくても良い、と。
牛：事務所を始めて 30 年以上も経つと
一人前以上の所員がたくさんいますか
ら、私がやらなければならないことは
幸いにも減ってきています。おかげで
別のことを一生懸命やっています。コ
ーポレートガバナンスに打ち込めるの
も所員の支えのおかげです。
中：お忙しい中で執筆もされていますね。
牛：最初の『株主総会』は、当時株主総
会のお手伝いをしていた中での疑問を
元にしています。小説は不特定多数の
人に向かって語りかける思いで書きま
した。やはり余裕が持てるようになっ
たことによります。小説とエッセイ集
とを 9冊ずつ出しています。今も連載
を抱えています。

加：実は今回、小説『あの男の正
ハラ

体
ワタ

』を
読んで来ました。

牛：おお！それはそれは、ありがとうご
ざいます。あれは難産でね、連載から
大分手を加えたんです。

加：読んでいたおかげで、今日の内容が
とてもよく分かりました。

牛：そうでしょう。フィクションとは言
え、私は自分の人生しか知らないから。

加：一つ伺いたいのですが、書いている
と自分の想定と違う方向に自然と物語
が流れたり登場人物が動き出す、とい
う作家がおられます。いかがですか。

牛：よくぞ聞いてくれました。そうなん
です。まさにこの小説に出てくるヒロ
インがそうでした。「私は絶対に嫌だ、
そんな結末に向かうのは嫌だ」と言っ
て、想定していた結末と全然違う方向
に行くのです。カクカクシカジカでね。
（ネタバレになるので伏せ字にします、
是非お読みください）

加：え～！そうだったんですか！！！
牛：そうなんです。面白いよね。
中：少し戻りますが、附属を出た後の方
が楽しかったですか。

牛：附属の頃にも楽しいこともあったけ
ど、それ以上に重圧感の方が強かった
ですね。実は東大に入った先に、やっ
と自由な人生が始まると思っていまし
たが、重圧感は今でも続いています。

加：ということは、その重圧感は自分で
生み出しておられるのですか。

牛：おお！そうなんだよ。自分には到底
できないような課題を自分に課してき
た人生なんですよ。私は自分自身の目
標の大きさによく潰されないでここま
で来たものだなと思います。今でも野
心的だと思います。でもあの小説に書
いたように、最後の最後で違ったんだ
と思うかも知れません。いや、思い始
めているのかも知れないな…

加：変わりつつあるんですかね。
牛：そうとも限りません。人から見たら
充分と映るかも知れませんが、自分で
は常にずっと空腹感を抱えたままで

す。愚かだなと思いますし、滑稽だな
とも思います。

加：止めたいですか。
牛：止めるに値するほど素晴らしい別の
価値を持ってない、代わりの価値を持
っていません。三つ子の魂百まで、です。

中：在校生へのメッセージをどうぞ。
牛：世の中も人生も、あなたが考えてい
るよりもはるかに広くて深い。これま
での体験よりずっと素晴らしいことが
待っていると申し上げたい。私は世の
中に出て働いてみて初めて自分の意
味、世の中と自分との関係が見えてき
ましたから。

中：アカシアの皆さまにもどうぞ。
牛：アカシア会は優れた方の集まりだと
思います。人のつながりは広島から東
京に来ても素晴らしいものでした。こ
のアカシア会があることが、私にとっ
て人生の一つの大きな要素です。自分
の原点は附属の頃にあります。取り替
えがきかない経験でした。また人は死
ぬんだなとも最近思うようになりまし
た。でも私も皆さんも、これから先に
も面白いことがたくさんあることだろ
うと思います。

中：今日はどうもお忙しい中をありがと
うございました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・
中：すごい立地の事務所じゃろ。
加：えっ？首相官邸は！？
中：さっき上から眺めんかった？
加：はぁ、ガラス越しでしたけど。
中：ほんじゃ、帰るとしようか～
 中本泰弘（65 回）
 加用雅信（80 回）

理事長　松尾 康二（46回）

左より、中本泰弘（65）、牛島 信氏（58）、
加用雅信（80）


